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第3章 街路樹管理のテーマ・方針・ビジョン 

3.1 テーマ 

ニュータウン開発時の取り組みにより形成された豊かな街路樹環境は、多摩市のセールス

ポイントの一つです。こうした道路のみどりを構成する街路樹を健全な状態に導き、より魅

力あるものにしていくことが必要です。 

市民が美しいと思えるみどりであれば、都市の生活環境の向上につながるだけでなく、市

民自らもみどりの育成に関心を持って参加し、親しみ・愛着を持つことにつながると考えま

す。 

そこで、第 2 章で述べた市の街路樹に関する取り組みの方向性を踏まえ、美しいみどりの

みちづくりに取り組むことを目指して、「市民が誇る、美しいみどりの“みち”」をテーマと

して設定しました（図 3-1）。 

 

3.2 基本方針 

テーマを踏まえ、方向性のキーワードで示された「安全、安心・快適」、「美しい景観」、「持

続的管理」「市民協働・連携」及び「都市のブランド力」に着目し、次に掲げる 3つの基本方

針を設定しました（図 3-1）。 

これまで取り組んできたように誰もが安全な通行の確保に向けた適切な管理を行いながら、 

方針 1：安心・快適な歩行空間の整備を図ります。 

方針 2：持続可能な美しい景観を持つみどりを育てていきます。 

方針 3：市民及び多摩市に関わるみんなが参加・協力し、愛着をもつことのできる

みどりを育てていきます。 

 

図 3-1 街路樹管理のテーマ及び基本方針 

  

街路樹管理のテーマ 

「市民が誇る、美しいみどりの“みち”」 

安全な通行の確保にむけた適切な管理をしながら・・ 

・ 
【基本方針】 

・安心・快適な歩行空間として整備を図る 

・持続可能なみどりを育てる 

・みんなが参加・協力し、みどりを育てる 
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3.3  実施方針 

テーマ及び基本方針を踏まえながら、街路及び遊歩道における街路樹管理の実施方針を設

定しました。実施方針は、基本方針で示された「安心・快適な歩行空間としての整備を図る」、

「持続可能なみどりを育てる」、「みんなが参加・協力し、みどりを育てる」についてより具

体的に示したものです（表 3-1）。 

街路では、過密状態の植栽の整理等を実施することで、緑量の適正化、健全なみどりの育

成を図り、利用者がみどり豊かなまちを感じることのできる空間を創出します。 

遊歩道では、沿道住民の生活空間としても親しまれるよう、市民との協働を積極的にとり

いれながら、利用者が街区ごとに特色ある風景を感じることのできる空間を創出します。 

これらの取り組みにより、市民が誇る、美しいみどりの“みち”を目指します。 

 

表 3-1 街路及び遊歩道における街路樹管理の実施方針と具体的な取り組みの例 

テーマ 
 

市民が誇る、美しいみどりの“ みち ” 

   

【実施方針１】 

安心・快適な 

みちづくり 

 
・施設の損傷を及ぼす樹木について、伐採、間引き、剪定等を実施する 

・通行支障、防犯上の問題を誘発し得る樹木について、伐採、間引き等を実

施する 

    

【実施方針２】 

今後を見据えた

持続可能な 

みどりの形成 

 ＜街路＞ 

・利用者がみどり豊かなまちを感じる

ことのできる空間を創出する 

・過密状態の植栽の整理や街路樹を有

する路線の絞り込み等を実施するこ

とで、質の高い空間をつくる 

・大径木化により支障が出ている路線

について、樹種変更や若木への植替

え等の更新を検討する 

＜遊歩道＞ 

・利用者が街区ごとの特色ある風

景を感じることのできる空間を

創出する 

・樹木が衰弱した区間や、歩行空

間が暗い区間について、樹木の

伐採や間引き、樹種変更や若木

への植え替えによる更新等を検

討する 

 
・他施設や隣接する緑との競合により衰弱している樹木について、管理者間

調整による緑量の適正化を図る 

・管理目標を設定し、改善策の整理を行い、計画的な管理に取組む 

   

【実施方針３】 

多様な主体との

連携による特色

ある快適なみち

の形成 

 

・市民、自治会、学校、企業、アダプト団体、ＮＰＯ、ボランティア団体等

との情報共有や意見交換を行い、連携・協働して取組む（特に遊歩道） 

・地区や街区単位で目標像を設定する 
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3.4  短期的・中長期的なビジョン 

前項のテーマや方針を踏まえ、およそ 10 年後における短期的なビジョンと、およそ 20 年

後の中長期的なビジョンを掲げました（表 3-2）。これらのビジョンを目指して、次章で示す

取り組みを進めます。 

 

表 3-2  短期的・中長期的なビジョン 

 着眼点  ビジョン 

       

（
実
施
方
針
１
）

 

   

安心・快適な 

みちづくり 

 

短期的 

（10年後を 

目処に） 

 

・車椅子やベビーカーが安心して通行できる 

・見通しがよくなったことで、運転者、歩行者の両方が安全に通行

できる 

・夜も安心して歩くことができる 

    

 

中長期的 

（20年後） 

 ・どの世代も安心して気持ちよく通行できる 

      

（
実
施
方
針
２
）

 

今後を見据え

た持続可能な 

みどりの形成 

 

短期的 

（10年後を 

目処に） 

 

・適正な育成環境の並木が今よりも増えている 

・更新の試験施工をきっかけに、街路樹の若返り、あるいは路線

にあった並木の再生が始められている 

・低木から地被類等への変更といった植樹帯の構成を変える取り

組みが始められている 

・剪定作業によって、清潔感のある美しい景観が今よりも増えて

いる 

    

 

中長期的 

（20年後） 

 

・いきいきと育った樹木により、美しい並木道が形成されている

（街路） 

・沿道条件に合った特色ある空間ができている 

・更新による街路樹の若返りが進んでいる 

・定期的な剪定が多くの路線で行われている 
 

         

（
実
施
方
針
３
）

 

多様な主体と

の連携による

特色ある快適

なみちの形成 

 

短期的 

（10年後を 

目処に） 

 

・街路樹に関心のある市民が増えている 

・既存のアダプト活動とは異なる新たな市民参画が始められてい

る 

・みんなで街路樹の目標像を考えるようになっている 

    

 

中長期的 

（20年後） 

 

・街路樹に係る多様な市民参画が展開されている 

・みんなで街路樹の目標を考え、育成する特色ある空間が出来て

いる 

・公園等の他施設のみどりの維持活動との連携が図られている 
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■コラム「みどりによるブランディングで、街の資産価値を上げる」（池邉このみ 委員長） 

2018 年の夏は、日本列島各地で風水害が起こり、多くの都市で街路樹や古木・巨木として保

護されてきた多くの樹木が様々な被害を受けました。多摩市の街路樹は、ニュータウンの歴史と

共に育まれ緑豊かな多摩市を象徴する存在でもあり、多くの住民に愛されてきました。しかしな

がら、街路樹は、樹高が高くなり、幹回りが大きくなると、歩道の中に用意された植樹マスの中

では根がおさまらなくなり、いわゆる「根上がり状態」になり、上部に根を露出させたり、舗装

を盛り上げたりして水を求めます。また、ニュータウンそのものも、1971 年の入居から 50 年

がたち、住宅や公園などをはじめとして街としての再生が必要な時期にきています。 

多摩ニュータウンが街としての機能や快適性を維持していくためには、未来に向けて住みたい

まちとして選ばれる必要が生じています。そのため、街路樹や公園の緑も、明るく清潔に保たれ、

安全安心なまちとして、子育て層や高齢者にとっても住みやすいまちとすることが必要不可欠で

す。街路樹は、海外でも多くのまちの象徴として、まちのブランド力を示し、アイデンティティ

となっています。しかしながら、樹木は、生き物でもあるため、一定の形状を維持し、災害時に

も危険が及ぶことがないようにするためには、樹木も健康な状態で維持される必要が生じます。

美しく健全な状態で維持されることで、街路樹はまちの緑の資源から、不動産価値を維持向上さ

せるまちの資産となります。 

今回策定された改定プランは、多摩市が第二第三の多摩市民に引き続き愛され、まちの資産と

なり続けるために必要な維持管理や更新などの必要な事項を盛り込んだもので、改定プランを実

現していくことで多摩市の緑は 10 年後 20 年後のみならず、次の 50 年に向けて住みたいまち、

住み続けたいまちとなることができます。 
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